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【 は じ め に 】 臨 床 検 査 の パ ニ ッ ク 値 と は 「 即

治 療 を 要 す る 危 険 な 病 態 を 示 唆 す る 異 常 値 」

と さ れ て い る 。 当 協 会 で は 、 パ ニ ッ ク 値 が 発

生 し た 際 の 対 処 と し て 、 確 認 検 査 を 行 い 、 問

診 内 容 を 含 め 検 査 デ ー タ を 管 理 医 師 に 報 告

し 、 緊 急 を 要 す る 場 合 は 各 市 町 村 の 保 健 師 、

あ る い は 事 業 所 の 担 当 者 へ 対 応 を 依 頼 し て い

る 。  

今 回 は 、 生 化 学 検 査 に お い て 平 成 23 年 度 に

発 生 し た パ ニ ッ ク 値 の 現 況 と そ の 後 の 精 密 検

査 結 果 を 対 比 さ せ て 検 討 し た の で 、 運 用 の 問

題 点 と 今 後 の 課 題 に つ い て 報 告 す る 。  



【 対 象 と 方 法 】 平 成 23 年 度 に 当 協 会 で 実 施 し

た 集 団 健 診 の 受 診 者 205,887 名 を 対 象 と し 、 パ

ニ ッ ク 値 の 発 生 頻 度 、 緊 急 該 当 者 数 お よ び そ

の 後 の 精 密 検 査 受 診 率 と 結 果 に つ い て 検 討 し

た 。  

当 協 会 の パ ニ ッ ク 値 基 準 は 、 AST 、 ALT が

300U/l 以 上 、 ク レ ア チ ニ ン が 2.5mg/dl 以 上 、 血

糖 値 低 値 が 50mg/dl 以 下 、 高 値 が 空 腹 時 350mg/dl

以 上 、 随 時 400mg/dl 以 上 で あ る 。  

【 結  果 】 パ ニ ッ ク 値 は 267 名 0.130% に 発 生

し た 。 項 目 別 で は 肝 機 能 （ AST 、 ALT ）  

204,924 名 中 44 名 0.021% 、 ク レ ア チ ニ ン 141,285

名 中 136 名 0.096% 、 血 糖 値 高 値 201,638 名 中 70

名 0.035% 、 血 糖 値 低 値 201,638 名 中 17 名 0.008%

で あ っ た 。 そ の う ち 緊 急 連 絡 と し て 報 告 し た

の は 60 名 22% で あ っ た 。 内 訳 は 肝 機 能 が 24

名 、 ク レ ア チ ニ ン が 10 名 、 血 糖 値 高 値 が 26 名

で あ っ た 。  

精 密 検 査 受 診 者 数 は 、 60 名 中 43 名 72% で あ

り 、 住 民 健 診 で は 29 名 中 24 名 83% で あ っ た の



に 対 し 、 職 域 健 診 で は 31 名 中 19 名 61% で あ っ

た 。 一 方 、 未 受 診 者 は 、 血 糖 値 高 値 例 に 多 く

み ら れ 、 26 名 中 12 名 46% で あ っ た 。  

精 密 検 査 結 果 に つ い て 、 肝 機 能 で は 20 名 中

異 常 な し が 5 名 、 脂 肪 肝 と ア ル コ ー ル 性 肝 障

害 が 各 4 名 、 急 性 肝 炎 と 肝 障 害 が 各 2 名 、 薬

剤 性 肝 炎 が 1 名 な ど で あ っ た 。 ク レ ア チ ニ ン

は 9 名 中 慢 性 腎 不 全 3 名 、 慢 性 腎 臓 病 2 名 、

急 性 腎 障 害 と 糖 尿 病 性 腎 症 が 各 1 名 な ど で あ

っ た 。 血 糖 値 高 値 の 14 名 中 13 名 が 糖 尿 病 で あ

っ た 。  

【 考 察 と 結 語 】 緊 急 該 当 者 か ら は 慢 性 腎 不 全

や 慢 性 腎 臓 病 、 重 篤 な ア ル コ ー ル 性 肝 炎 、 お

よ び 重 度 の 糖 尿 病 が 発 見 さ れ て お り 、 こ れ ら

は 緊 急 対 応 の 重 要 性 を 示 し て い た 。 パ ニ ッ ク

値 の 発 生 頻 度 が 最 も 高 か っ た の は 、 ク レ ア チ

ニ ン で あ る が 、 通 院 中 や 透 析 中 の 患 者 が 多 く

含 ま れ て お り 、 93% は 緊 急 連 絡 不 要 と 判 断 さ

れ た 。 肝 機 能 の 精 密 検 査 結 果 で は 、 異 常 な し

と 判 定 さ れ る も の が 多 く 、 こ れ は 、 健 診 前 の



激 し い 運 動 や 服 薬 に よ る 一 過 性 上 昇 、 ま た は

精 密 検 査 受 診 日 ま で に 要 し た 時 間 的 経 緯 な ど

が 原 因 と し て 考 え ら れ た 。 一 方 、 血 糖 値 が 高

値 を 示 し た 者 の 精 密 検 査 未 受 診 が 46% と 高 率

に 認 め ら れ た こ と に 対 し て は 、 今 後 、 何 ら か

の 対 策 が 必 要 で あ る と 思 わ れ た 。  

緊 急 連 絡 に 関 し て は 、 個 人 情 報 保 護 法 の 遵

守 も 含 め て 受 診 者 の 不 利 益 に 配 慮 し た 対 応 が

求 め ら れ る の で 、 今 後 、 早 急 に そ の 体 制 づ く

り が 望 ま れ る 。  


